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第５学年音楽科学習指導案

平成21年９月３日休）３．４校時

蝋…Ｍ子(篝）
エ題材豊かな表現

２目標

○積極的に場面にあった伴奏を工夫したり，場面の変化を感じ取ろうとする。

○伴奏の要素を変化させることにより，場面に応じた表現を工夫することができる。

○適切な速さや強さで演奏することができる。

○音楽を特徴付けている要素と曲想との関わり，楽器の音色の樹致,それらの音の重なりによって生まれ

る響きに気をつけて聴くとともに，曲想を全体的に味わって聴く。

３指導観

○本題材は,音楽を特徴付けている要素と曲想との関わりを感じ,それらを生かした伴奏を工夫したり，

曲想の変化の特徴を感じ取って聴くことをねらいとして設定したものである。

５学年は，曲想を生かした表現の工夫が求められ，鑑賞に関しても単に曲想の変化を感じ取るだけで

なく，その楽曲の特徴を感じ取ることが求められている。そこで，楽器の音色を比較し，要素を変化さ

せ伴奏をつくる活動をとおして，豊かな表現につながる表現の工夫及び鑑賞の学習を設定した。

ここで取り扱う教材｢星の世界」は昔から多くの人に親しまれてる曲である。全体を通して，１．Ⅳ．

Ｖの３種類の和音で伴奏ができるので，伴奏を工夫させやすく，場面に応じて要素を変化させることに

適した教材である。シューベルト作曲「ピアノ五重奏曲“ます,,第４楽章」は変奏曲として作曲され

ている。変奏曲は主題となる旋律を様々な方法で変化させることにより，音楽を発展させていく形式で

ある。したがって要素の変化と曲想との関係について学習するうえで，変奏曲の鑑賞活動は多くの視点

を提供することになると考えた。中でも，シューベルト作曲「ます」第４楽章は主題が明確で，その変

化した要素も大変聴き取りやすい。

このような学習活動を行うことは，曲想の変化と要素の関わりやその特徴を感じとり，曲全体の雰囲

気や特徴を根拠をもって言葉で説明する力を育てることにつながる。根拠をもって楽曲を聴き，言葉で

説明することは，楽曲の構成している要素や仕組みの理解を深め，より深く音楽を聴いたり音楽の美し

さやおもしろさを発見する喜びを育てていくうえで大変意義がある。

○本学級（男子20名女子19名計39名）の子どもたちは，明るく活発な子どもたちである。音楽

の学習に関しても，歌や演奏をすることが好きな子どもが多いが，音楽に関しての技術や知識は個人で

大きな差がみられる。

これまで子どもたちは，歌唱の授業を中心に様々な音楽の活動を行ってきた。第１学年時から，鍵盤

ハーモニカについても扱っており，基本的な弾き方は理解しているものの，和音を弾いたりする機会は

少なかった。また，音楽を形作っている要素に関しても，リズムや強弱などを授業の中で扱っている。

しかし，要素と曲想との関係を考えていくことは，これからの学習によるところが大きい。

○そこで本題材藝では，歌唱から題材に入り，創作,器楽，鑑賞をバランスよく行い，伴奏の変化を感じ

ることにより，楽曲全体の変化やその響きの変化を味わうことができるようにしたい。

導入（第１次）では，歌唱を中心に，基礎的な簡易伴奏を学び，基本的な和声の響きを聴き取る。展

開（第２次）では，簡易伴奏を工夫し，場面に応じた表現の工夫をさせる。まとめ（第３次）では，要

素を変化させた伴奏や主題が同じ曲をつないで演奏することにより，変奏曲の仕組みやその特徴を聴き

取る事ができるようにする。
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